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(論文内容の要旨)

ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄの急速な普及にともない､ｵﾝﾗｲﾝ文書を始めとするｵﾝ

ﾗｲﾝ情報資源の手軽な交換､相互利用が可能になりつつある｡国際協調の可

能性が拡大する-方で､各国文字､言語による電子的なﾃｷｽﾄは増加の-途

をたどり､英語を母国語としない利用者も増え続けているので､非ﾗﾃﾝｱﾙ

ﾌｱﾍﾞｯﾄ圏の利用者を中心に､言語間の障壁をなくするための言語横断型情

報検索ｼｽﾃﾑ(CLIR: Cross Language lnfbmation Retrieval system)の研究開発が

盛んである｡ CLIRとは､利用者がある言語で質問をすると､それとは別のさま

ざまの言語による解答文書を検索することができるｼｽﾃﾑである｡

CLIRでは､まだ十分に解決されていない研究課題が多い｡問合せの翻訳にお

けるあいまいさの解消､対訳辞書における語嚢の欠如などは､その例である｡

本研究では､次の課題に明快な見通しを与えることを目指した｡

(1)問合せ翻訳におけるあいまいさを解消する技術一辞書だけを手がか

りとする問合せ翻訳に統計的な手法を導入して､あいまいさを解消する

技法を提案した｡仏英2か国語間のTRECﾃｽﾄﾃﾞ-ﾀによる評価では､

もとの用語の対をまずﾗﾝｸ付けし､目的の言語-の翻訳におけるあい

まいさを解消するという2段がまえの手法がcLIRにきわめて有効であ

ることを示した｡

(2)間合せを拡張するために複数の言語資源を結合する技術の評価｡適合性

ﾌｲ-ﾄﾞﾊﾞｯｸ､ﾄﾞﾒｲﾝを手がかりとするﾌｲ-ﾄﾞﾊﾞｯｸ､ｼｿ-ﾗ

ｽの利用により問合せを拡張する手法を､それぞれ問合せを翻訳する前

か後に適用する手法を比較検討した｡ TRECﾃｽﾄﾃﾞ-ﾀによる実験では､

ｼｿ-ﾗｽの利用と､ﾄﾞﾒｲﾝによるﾌｲ-ﾄﾞﾊﾞｯｸの組合せが効果的

であることがわかったが､最適な拡張を行うには､それぞれの手法を適



切にﾗﾝｸ付けしておく必要がある｡

(3)比較可能ｺ-ﾊﾟｽから用語の対訳を獲得する技術｡対訳辞書に見出し語

があるかどうかわからない固有名詞の対訳語を､前述の単語対の共起頻

度などを手がかりとして正しく獲得する手法を提案して､検討した｡

NTCIRﾃｽﾄﾃﾞ-ﾀによって､この方法がよい結果を生むことを確認し

た｡

本研究では､以上の間題を中心に､言語横断型情報検索ｼｽﾃﾑの基本課題

に明快な見通しを与えることができた｡



(論文審査結果の要旨)

平成1 5年6月24日に開催した公聴会の結果を参考に､全審査委員により

本博士論文の審査を行った.以下のとおり,本博士論文は,提案者が独立した

研究者として,研究活動を続けていくための十分な素養を備えていることを示

すものと認める.

Fatiha Sadatは､本博士論文において､言語横断型情報検索ｼｽﾃﾑの多言語

処理を取り上げ､二つの技術課題を核に問題と解決法を論じている｡ -つは､

間合せの翻訳におけるあいまいさの解消であり､もう-つは､対訳辞書におけ

る語桑の欠如である｡

問合せ翻訳におけるあいまいさを解消する技術は､言語横断型情報検索の基

本課題である｡検索対象の全文を翻訳することは物理的に不可能なので､問合

せを翻訳する｡しかし､問合せは､短く､翻訳するとあいまいになりがちであ

る｡本研究では､まず辞書だけを手がかりとする問合せ翻訳に､統計的な手法

(共起頻度など)を導入して､あいまいさを解消する方式を提案した｡とくに､

複数の単語からなる問合せにおいて､すべての単語対の組合せを共起頻度によ

りﾗﾝｸ付けし､目的の言語-の翻訳におけるあいまいさを解消するという2

段がまえの手法を提案し､実験して､仏英2か国語間のTRECﾃｽﾄﾃﾞ-ﾀに

よる評価で､ CLIRにきわめて有効であることを示した｡

問合せを拡張して､よりよい検索結果を産む研究も盛んである｡そうした研

究で利用されてきたさまざまの手法､すなわち適合性ﾌｲ-ﾄﾞﾊﾞｯｸ､ﾄﾞﾒｲ

ﾝを手がかりとするﾌｲ-ﾄﾞﾊﾞｯｸ､ｼｿ-ﾗｽの利用により問合せを拡張す

る手法を､それぞれ問合せを翻訳する前か後に適用して､比較検討した｡ TREC

ﾃｽﾄﾃﾞ-ﾀによる実験では､ｼｿ-ﾗｽの利用と､ﾄﾞﾒｲﾝﾌｲ-ﾄﾞﾊﾞｯｸ

の組合せが効果的であることがわかったが､最適な拡張を行うには､それぞれ

の手法を適切にﾗﾝｸ付けしておく必要がある｡

最後に､比較可能ｺ-ﾊﾟｽから用語の対訳を獲得する技術についても､同様

の共起頻度を応用する手法を検討し､対訳語の自動獲得手法を提案している｡

以上のように本研究は,独創性が高く､しかも実用的であり,言語横断型情

報検索の分野に大きく貢献するものと評価する｡


